
家畜感染症学会
創設20周年記念シンポジウム
第15回シンポジウム・総会

会 期 2025年 6月14日（土）～15日（日）
会 場 九段会館テラス・鳳凰（〒102-0074 東京都千代田区九段南１丁目６-５)

形 式 対面・Zoom配信（ハイブリッド）
大会長 後藤 貴文（北海道大学、家畜感染症学会会長）

■ １日目：6月14日（土）14：30～17：40（受付 13：30～）

登録ページ

会場案内

■ 問合せ

家畜感染症学会HP（問合せページ）：https://sv23.plus-server.net/~kachiku/postmail/postmail.html

家畜感染症学会事務局（菊 佳男） E-mail：request@kachikukansen.org

創設20周年記念シンポジウム

テーマ 家畜感染症制御の未来
参加費 無料

内 容 1. 基調講演

 1) コロナ・パンデミックとサイレント・パンデミックAMR
  ～ワンヘルスの視点で考える感染症対策～

舘田 一博 教授（東邦大学 医学部微生物・感染症学講座）
2) ワンヘルスの概念と家畜感染症 ～幸福で持続可能な社会を目指して～

芳賀 猛 教授（東京大学 大学院農学生命科学研究科）
 2. 総合討論
 3. 創設20周年記念祝賀会 18：00～20：00（予定）
      会場：九段会館テラス、302-茜（参加費別途）

             第15回家畜感染症学会 シンポジウム・総会

テーマ ランピースキン病を中心とした越境性疾患
参加費 正会員、賛助会員：3,000円、非会員：5,000円、学生：無料

内 容 1. 教育講演

 1) Initial Transmission Patterns of Lumpy Skin Disease and Implementation of a  
    Risk-Based Vaccination Strategy in South Korea  （日本語通訳あり）

Prof. Dae Sung Yoo (Chonnam National University/全南大学校)
     2) 家畜のアルボウイルス感染症とそれらへの対応状況について

梁瀬 徹（農研機構）
2. ランチョンセミナー（共立製薬株式会社）
3. 推奨研究
     1) 日本におけるランピースキン病の発生について

髙山 耕（農林水産省 消費・安全局）
     2) 熊本県におけるランピースキン病の発生とその対応について

村上 美雪（熊本県農林水産部、（現）城北家畜保健衛生所）
     3) 臨床獣医師の立場から４つの異なる飼養形態で発生したランピースキン病とそれらか 

    ら得られた知見 ～ポイントは潜伏感染牛と牛体消毒～
酒井由紀夫（いとしま動物クリニック）

4. 総合討論
5. 総会

■ 2日目：6月15日（日）10：00～16：30（受付 9：00～）
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